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威遠堡門附近之圖 
    日露戦争末期にあたる、1905（明治38）年3月以降、旧満州の戦場で作成された図で、スケッチ（目

算測図）によると考えられる。作製者は第四軍第十師団の将校と推定される。威遠堡門付近は、日

本軍の占領後ロシア軍の奪回、さらに日本軍の再占領という経過をたどり、集落のまわりだけでな

く、付近の丘陵にも掩体、鹿柴、散兵壕が記入されている。 （本誌、20-22頁参照） 


